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◆講座の紹介
履修期間と単位

主科目として４年。１年あたり通年で８単位まで。ただし、講義•実習•演習は
年間１５時間で１単位、実験／研究は年４０時間で１単位とする。

担当教官と専門分野：共通の専門分野として、分子生物学、生化学、老化、がん、内分泌代謝
教員名 その他の専門分野

教授 安達 三美 心筋再生、性差医学、循環器病学
教授 飯塚 眞由 核内受容体、腫瘍学
教授 西森 茂樹 骨・軟骨の生物学
講師 諏佐 崇生 核内受容体、性差医学
講師 秋元 美穂 がん細胞とEMT、腸内細菌の分子生物学
助教 奥平 准之 ウイルス学
助教 齋藤 雅史 炎症と精神疾患

一般教育目標
細胞培養や遺伝子改変動物を材料に、次世代核酸配列網羅解析等の最先端の科学技術を駆使し、世界の一流研究
者と堂々渡り合える研究を行うことを目標とする。その後の臨床医としての飛躍に結びつけるもよし、基礎医学で独立
する道もvery welcomeである。

研究内容
老化のメカニズムを解明することで、加齢により罹患しやすくなるがん、動脈硬化症、糖尿病、脂質代謝異常、感染症、
骨粗鬆症、鬱病を代表とする精神疾患などの老化関連疾患の予防や、進行の抑制につながることが期待される。当
講座では、細胞レベルの老化（細胞老化）から、個体（マウス）の老化まで、種を超え、臓器組織の特異性を超えた老
化の普遍的なメカニズムの解明を目指している。特に「内分泌ホルモンと老化」がメインテーマである。また、がんは、
2人に1人は罹患する疾患であり、未だ治療抵抗性の症例が多く、医学研究の最重要課題の一つである。当講座では
現在主に、大腸癌、膵臓癌、前立腺癌、乳癌の病態の解明、新規診断法及び治療法の開発を目指している。



目標

① 分子細胞生物学の実験手法を系統的かつ徹底的に学び、常に自らのレベルをブラッシュ
アップさせて、より高く、より深い世界基準を理解し実践できる。

② 臨床に直結していようが、一見臨床とは無関係であるかは問わないが、臨床からもたらさ
れる未解決の問題を常に意識できる環境を供給する。

③ 国内外の学会、研究会に自分のデータを持って臨戦できる態勢を作る。卒業までに海外
超一流誌に１編以上first authorとして発表する。

④ 世界をリードする研究室への国内外留学も選択肢の一つとする。

⑤ 諸君より若い新入大学院生を、指導教育することも重要な項目である。

⑥ 糖尿病や内分泌疾患の臨床研究を主体とした形も歓迎する。

⑦ 2年生の生化学の授業の担当補助業務もまた魅力ある行動である。

⑧ 臨床で遭遇した疾患に対して、血液、生検材料、病理標本から網羅的な遺伝子・蛋白解
析を、今はまだ次世代と呼ばれるアプローチによって推し進める。
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